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形式を ｢国家仏教｣ と名付けるならば, ｢国家仏教｣にはつぎのふたつの顕著な特徴をみとめ

































































の王女を妻 とし, アンコ-ルの王から称号 と宝剣 とを与えられて ムアング ･ラー ト (Mdang
Rat)を治めていた パー ･ムアングは,ムアング ･バーンヤングの土侯バーン ･クランブター
オと結んで挙兵 し,スコータイを攻撃 してクメ-ル人太守を敗走 させた｡パ- ･ムアン/グほ,
アンコ-ル の王から受けていた 自らの称号を盟友 バーン ･クラングタ-オ に献げ, かれをス
コータイの王 として推挙 した｡ これがスコ-タイ王朝の創業史である｡13,刻文上の証拠を欠 く
が,セデスは この事件の発生を1220年 ごろとしている｡14)
スコ-タイ王朝は,第 3代の王 ラーマカム-ングの とき最盛其引こ達 し,その勢力は北はルア
ンダ ･プラバンから南はナコソシータマラー トまで,東はヴィエソチャンから西はペグーにお
よここ(I/4/16-27)15), また1292年以降,元にも入貢 したが16', 王の死後その勢力は急激にお
とろえた｡ 王の孫 リタイ王タンマラーチャ- 1世 (1347-1368)17)は, スコータイ,ピサ ヌロ
ーク地方をの こすのみ となっていたその版図を,北はウッタラディヅ トから南はナコソサ ワン
まで,西は ピン河から東はパサック河にいたる範囲にまで回復 した〔15)しか しながら,1350年
アニタヤに ロッブ リ･スパンブ 1)合併政権が成立すると,ス,iソブリ系の詣王は ｢北方諸国｣




妖 Lて,時 とともに微妙な変化を見せる｡19)すなわち,王朝の始祖 ラーマーティボディ系の王
紘,クメールの勢力圏であった東方経略重視策を とったため,スコータイを中心 とする ｢北方
諸 国｣にはもっぱら宥和策をもって臨んだ｡ このためスコータイは,アユタヤの宗主権に反抗
は しなかったものの, 1393年,ナンとの間に相互援助協定を締結 した り (第45碑文)20', 1400
午,ナコソサ ワンを占領 して一種の独立宣言を行なった り (第46碑文)21), 1401年, ランナー
タイの王位継承に干渉 した り22)するなど,自主的な行動が顕著にあらわれるようになる｡ これ



















































石井 :国家 と宗教にかんする一考察 (Ⅱ)
三蔵の奥義をきわめその秀いでた学殖はこの国の高僧において並ぶ者がない｡(この大長老は)
シータマラー ト (-ナコソシ-タマラ- ト)から来たのである｣(Ⅰ/2/28-31)
その境内の中心に ｢プラアック-ロッ ト｣(phra-atth豆rot-高さ18(?)の立像)があると
い う碑文の記載 (Ⅰ/2/32)から, ｢アラン(ヤ)-ク(二寺)｣は, 旧スコ-タイ城壁の西方のサパ
ンヒソ丘上の遠地に比定 されている(31'
上に引用した第 1碑文によって,ラ-マカム-ソグ王の治世下のスコータイに,ナコソシー
タマラー トから上座部仏教の伝来があったことは ほぼ確実 と思われるが, 大長老のスコータ
イ到着の時期については この史料には 示されていない｡ ところで, 第 1碑文には辰年1214年
(1292),亥年1207年 (1285), 未年1205年 (1283)という三つの年代が見えている｡ この内辰
年1214年すなわち1292年 A.D.は,ラーマカム-ング王が ｢石工に命 じて台座を造らしめ,
(14年前 ラーマカム-ング王が植えた) しゅろの木の問にこれを据え付け｣(Ⅰ/3/10-13)させ
た年である｡ 第 1碑文は, おそらくはこの行事を記念 して製作 されたものであって, 1292年








県ナコソシ-クマラ- 下郡ナイムアング村に現存する大仏塔 ｢プラマ--クー ト｣にもとづい
て確認することができる｡ この仏塔は,正方形の基壇上に覆鉢型の大塔を配 したもので,塔の
様式 といい,基壇の側壁から突き出して並べられた22の象頭 といい,あきらかなセイロンの影響
を示 している｡ この ｢プラマノ､-クー ト｣について重要な点は,その仏塔が内部に全 く別様式
の仏舎利塔を包蔵 していることである｡ (新 しく仏塔を建立する際に,既存の仏塔を破壊せず,
それを包みか くす形でより大型の仏塔を建てるという事例は,中部タイのナコンパ トムにある
｢プラバ トムチェディ｣にも見られる｡)｢プラマ-ークー ト｣に内包されている仏舎利塔は,








あらたにセイロン系の上座部仏教が興隆した ことを物語っている｡ ナコソシータマラー トにお
ける支配的宗教交替の時期に関しては,セデスが第24碑文について行なった解釈がひとつのて
がか りを与えて くれる035)第24碑文 とは,スラー トタ-ニー県チャイヤ郡所在のワッ ト ホア
ウイエソで発見された サンスクリッ ト語碑文であって, Kaliyuga4332年, すなわち1230年
A.D.の日付をもち,蓮華王家に属するターンブラリンガの王にしてチャン ドラバーヌといラ
名をもつシュ リ･ダルマラージャ王に対する頭辞をその内容 としている｡ セデスはこの王を,
｢大更｣LXXXIII,36-48および LXXXVIII,62-75に見える ｢ジャーヴァカの王チャン ド
ラバーヌ｣に･比定し,かつ 1)ゴール (-ナコソシータマラー ト)の王であると考える｡｢大史｣
によれば,この王は1250年ごろとその数年後の2回にわたって,パラッカマバー72世 (1236
-71)治下のセイロンを攻撃し, 2回とも撃退 されたとある｡ セデスはさらにこの王を,チェ
ンマイの僧ラタナパンヤーの著わしたパーリ語の史書 ｢ジナカーラマー リー｣LXXXVIIに見
える ｢シ リダンマナガラの王｣ ｢シ リダソマラ-ジャ｣に比定する｡ ｢ジナカ-ラマーリ-｣
によれば,この王は,仏滅後1800年,小暦618年 (-1256/57A.D.)スコ-タイのロ-チャ王
とともにランカー島 (セイロン)に侯を派 して ｢シー/､ラ仏｣(タイ語の ｢ブラシヒソ｣)を求
めた と記されている｡ いまもし ｢大史｣の記事 と ｢ジナカーラマ- リ-｣のそれ とが,同一の
事件をさすのであるとするならは,なに故に一方がそれを侵略 として記述 し,他方が平和使節
の派遣 としているのであろうか｡ この矛盾について, セデスは つぎのような 解釈を下 してい
る｡ すなわち,第24碑文の言語がサンスクリッ ト語であるということは, リゴール王の奉じた
仏教が,パー リ語を聖典用語 とするセイロン上座部仏教 とは異なった伝承に属するものであっ
たことの証左であるが, リゴールの使節 と,これを接受したセイロソ人 とのこうした信仰の相
違が原因となってなんらかの宗教上の紛争が発生 し,それが武力衝突にまで発展したのであろ






第 4･5･6碑文によって明らかにされている｡ この3基の碑文はそれぞれ クメール語,タイ
語およびパーリ語で記載 されており,いずれもほとんど同一の内容をもっている｡ 該当部分を
第 5碑文 (タイ語)によって引用 してみよう｡




ナーライ ･スコータイに王 となって22年,丑年1283年, (学者を派 して)持戒にす ぐれ三蔵に
通暁せるマ--サー ミ一 ･サンカラ- ト･･--いにしえのアラ/､ソのごとく戒を守 ること嬉なる
テンカー島に住むマ-ーサー ミー--を,ナコソパンより招 き, (かれのために) このマソゴ
ー同に僧房 と畳字 とを (建立 した)っ｣(Ⅴ′ノ2/′20-25)
ナコソパンは, 第11碑文 (ⅩI/2/'15)にも見え, また 第 1碑文 (Ⅰ/4/25)のムアング(メ)
ンとも同じで, 上述 したように (sltPrap.3) 下 ビルマにあり, スコータイとマーク/ミソを
結ぶ街道上の-邑と考えられている｡ マノ､-サ- ミ一 ･サンカラー トがスコータイへ招かれた




1357年陰暦 8月, リタイ王はピン河の右岸の町 ｢ナコソチュムに,ありふれた仏舎利ではな
い,遠 くランカー (セイT=ン)島から請来 した真正の仏舎利｣(ⅠII/1/7-9)を安置 し, ｢みほ
とけがその樹下に鮭 し,魔王の軍勢を降 して覚老 とな り給 うた聖なるボダイ樹をその後方に植
えた工 (ⅠⅠⅠ/1/9-12)そしてこれを 礼拝する者は ｢ブッダ御 自身を 礼拝するのと等 しいほど
の善果を得る｡｣(III/1/12-14)という碑文の記載があり, また第 4･5･6碑文 と同じく,
マノ､-タンマラーチャー ･リタイ壬時代に帰せられている第 2碑文に, ｢あるところでは,人
人はアラン(ヤ)ニクまで出かけて行 く｡ (それは)町の外にあって,シー-ラ (セイロン)の
巨人たちが,のぼ りや旗や, ローソクや,薫香や華撃などを飾｣(ⅠⅠ/2/82-83)っていたとあ
l二,I,さらにまたセイロンに赴いて,正法の護持に寄与することは, ｢大いなる善行｣(ⅠⅠ/2/81




上1,璃 三仏教の特徴のひとつは, ｢サンガ中心主義｣である｡定義上は, ｢サンガ｣もまた,
｢ー仏 _ー, ｢法｣ とともに, ｢三宝｣の-構成要素であるにすぎないが,｢仏宝｣も ｢法宝｣も ｢僧
宝ーである ｢サンガ｣によって実現され, ｢サンガ｣を通 して師資相承されるのであるから,
勘度 としての側 面から上座部仏教をとり上げる場合には, ｢サンガ｣の考察が一義的重要性を
もつ｡けだ し, ｢サンガ｣が滅亡すれば上座部仏教もまた消滅せざるを得ないからである｡ こ
の ことは伝承の中絶 した ｢ビクニ ･サンガ｣の現状に徴 して明らかであろう｡
上虹部仏教の第二の特=散は,上に述べたところの ｢サンガ｣が,す ぐれて ｢超俗的｣ である
9
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ことである｡ ｢サンガ｣の成員は ｢家を出た者｣(pabbajita)であり,かれの全存在は, ｢家
に在る者｣(gharav豆sa)36)の態度に依存 している｡ 上座部仏教において ｢出家者｣とは,本
莱, ｢乞う老｣(bhikkhu)としてある｡

















失わず, ｢清浄｣でなければならない｡ もし ｢サンガ｣が自律的に自己浄化を行なう能力を欠
くときには,国王ないし国家は ｢サンガ｣に介入して,その ｢超俗性｣を回復 させ,｢サンガ｣
が社会統合に果たす機能の維持につとめる｡ ｢サンガ｣はこのとき,俗権の干渉を拒否 し,冒
力をもってその ｢清浄｣を保つことをせず,かえって俗権の干渉を求める傾向が見られる｡か









石井 :国家 と宗教にかんする一考察 (Ⅱ)
ず, おしなべて仏教を信奉 している｡｣(Ⅰ/2/′8-12)と述べて, 上座部仏教が支配階級の独占
でな く,タイ族社会のすべての階層によって信奉 されていたことを強調する｡ ｢雨期の定住に
入ると,人々はこぞって持戒にはげみ,雨安居が明ければカチナ衣裁断の儀式が一カ月の問続
く｡ カチナ衣裁断の式には,子安貝の山,果物の山,供花の山,座具,寝具が施入される｡ カ
チナの供物は,毎年 200万 ビアにも達する｡ カチナの儀式の白の詞唱を聴 こうと,人々は町は
ずれのアラン(ヤ)-ク(寺)まで出かける｡ アラン(ヤ)-クから町にもどる人々は, 野のはず
れまで行列 して, さまざまな楽器の音,人 々の歌いさざめ く声で (にぎわ う?)｡ たわむれた
い者はたわむれ,笑いたい者は笑い,喜び歌いたい者は歌 う｡ スコータイの町には四カ所の城
門がある｡ 人々は王が ローソクに点火し,花火をあげるのを一 目見ようと,先を争って城内に
なだれ こむ｡ スコ-タイの町はわれんばか りの賑わいである｡｣ (I/2/8-20) 上座部仏教徒に
とって,国王とは ｢偉大なるウパーサカ｣39)であり, すすんで出家老を敬い,しばしばサンガ
に施与を行なって,在家者に仏法讃仰の範を示すものであった｡たとえば,ラー÷ヵム-ソグ





摸 した青銅の仏像を開眼し, 100日間にわたって説法を聴聞した｡ そののち, 金 10,000, 鍾
10,000,子安貝10,000,000, きんま10,000,000, 三衣 400組, 鉄鉢 400個,座具 400枚, 寝
具 400組.･･････を施入｣ (Ⅴ/3/8-17)して施与の範を示 し, これにならう信徒の献げた供物の
数は, ｢数え切れぬ｣(Ⅴ/3/17-19)ほどであったというO こうした王室による仏教崇拝の事
例は,刻文の各所に散見されるが,つぎの史料はサンガの経済的基盤の実体を示唆するものと
してとくに注 目される｡ これは1958年,スコ-タイ城壁の東南端の南方にのこる遠地 ｢アソ-
カーラ-マ｣(Asok豆r云ma)で発見された第93碑文であって, 1)タイ王の女で,異母兄のマ-
-タンマラーチャ-の妃 となったソムデッ ド･プララーチャテ-ウィ ･シ-チュラ-ラクサナ
･アッカララ-チヤヤ--シ- ･ティp-カラタナ太后が亡夫の菩提を弔うために建立した と
推定 される ｢アソーカーラーマ｣の由来をパ- 1)語およびタイ語で録したものである｡
その内容はまず,小暦 761年卯年 (1399A.D.)バッグナ月自分第 7日に,太后がアソーカ
ーラーマに一基の仏舎利塔を建立し,これにセイロン請来の二粒の仏舎利を奉納 したことなど
を述べたあとで次のように記 している｡





の価値ある土地を寺領地 として施入した｡ 太后は,500万 ビアをもって園地を購い,毎 日50人
分の托鉢を満たすための副食供給用 とした｡｣(ⅩCIII/1/16-21)
｢(太后は) アソーカーラーマを建立しただけでなく, ワナラタナ長老のためにタクシナー





マの例では ｢平民｣(phdkhon), タクシナ-ラーマの場合は ｢プライ｣ とあって,いずれも
｢奴隷｣(kh豆,thえー)でないことは,14世紀末のスコータイにおいては,いまだ制度としての
奴隷が存在 しなかったためか,あるいはそのはかの理由によるものかは不明である｡ ここでは
アユタヤ朝において寺院奴隷をあらわす ｢カー ･プラ｣ (khaphra) ないし ｢ヨ-ム ･ソン
グ｣(y6m song)という語は用いられておらず, 第 1の例では ｢カッピカーラ ･パヤーバー
ン｣が,第 2の例では ｢パヤ-バーン ･ワッ ト｣(phay豆b豆nwat)が用いられ,｢僧の用を足
す老｣と注記されている｡ これが ｢特定の寺院に絶対的に隷属して,その使役に服 し,また寺
館地の耕作を行なって,寺院に所属する僧侶の食糧を生産するため,国王によって寺院に寄進
されるところの一群の男女｣を意味するアユタヤの ｢寺奴婦｣ とどの点で相違するかについて




出家者の団体である ｢サンガ｣を核 として構成される世界を ｢仏教的秩序｣(phutthachak)
という｡ ｢仏教的秩序｣は, ｢世俗的秩序｣(r云tcha一豆n豆chak)の中に包摂されながら,しか
もつねにそれ自身の秩序を主張することによって ｢世俗的秩序｣ との間に緊張を持続する｡そ
の緊張をつ くり出す力は, ｢サンガ｣にあっては ｢持戒｣による ｢清浄性｣の維持であり,荏
家にあってはサンガの ｢超俗性｣の尊重である｡ 国王が自ら出家してサンガの秩序に服すると
き,かれは, ｢仏教的秩序｣ と ｢世俗的秩序｣ との関係のあるべき姿を人民に示 しているので
ある｡ スコ-タイ王朝においてほ, リタイ王タンマラ-チャ-1世がそれであった｡小暦1283
年丑年 (1361), ナコソパンからセイロンの大僧正を招き, 僧正が雨期の定住をそこでおくる
ために僧房 と堂字を建立した リタイ王は, ｢雨安居が明けた水曜日,タイ語でいえばルアソグ
40)石井 (1970),p.449.
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･パオの年 (-丑年),星宿は金帆船,時は夕刻,ブッダがねはんに入られた年より数えて (王
の)出家の時まで1905年,･--日を以って数えれば入滅の日より出家の日まで69万5601日,プ
ラヤ- ･シ-スーラヤボンダ ･ラーマ ･マ--タンマラーチャ-ティラー ト･････は,宮殿の上
手におおす仏像の前において,修行者 として,十戒を守る決意をされた｡ それからマ-～サー







的秩序｣ を否定することにほかならないからである｡ リタイ王がもし ｢仏教的秩序｣ の中で
｢王｣たろうとしたのであるならば,後世のモンクヅ ト親王 (のちのラーマ4世王)やワチラ
Jtl-ナ親王のように, ｢~仏教的秩序｣の内部に働 く原理に従い,たとえば,サンガの苫長であ
る ｢サンカラー ト｣の地位に上っていたであろう｡ リタイ王の出家は, ｢世俗的秩序｣による
｢仏教的秩序｣の認証,ないし尊重の象徴的表現であって,かえって,還俗によってふたたび
俗界の王 となることによって,その意味が完結するのである｡ ｢仏教的秩序｣を包摂する ｢世
俗的秩序｣の支配者である国王は,このときにこそ ｢教会を通して｣よりよく人民を支配する
ことができるからである｡
いま,仏教 との開拓においてながめる時, 国王には, (1)｢仏教的秩序の擁護者｣という役
割 と, (2) ｢仏教的理想の世俗的秩序における顕現老｣ という二つの役割とが期待されている
といえよう｡順序を逆にして,(2)の役割から検討 してみよう｡
リタイ王の称号である ｢7-一 ･タンマラーチャー ｣ とは, いうまでもなく ｢偉大なる
(maha)法治王 (thammar豆ch豆くdhammar云ja)｣であり,仏教的理念に基づいて統治を行
なう王という意味である｡
仏教王の統治準則を示 したものは ｢王 として守るべき十の法｣ (タイ語 :ト′サビッ トラー
チャタム,メ-リ語 :dasavidhir豆jadhamma)と呼ばれ,これに従 うことがよき王のしるL



















たない｡｣(I/1/18-31) 同様の理想は, リタイ王の碑文にも示 されている｡ ｢(この王は)王
として守るべき十の法に則って国を治める｡ 王はすべての臣民をいつくしむ｡他人の米を見て
も,これを喜ばず,他人の富を見ても,これに心を動かされることがない｡父が死ねば, (そ
の財産は)子供に譲 り,兄が死ねば弟にこれを譲る｡ どのような悪を働 く者があろうとも,こ
れを死ぬまで打たせるようなことは決 してなかった｡そして敵の隊長や兵卒を捕えた時には,
殺 したり打った りせず, かれらが破滅に陥らないようにこれを養った｡ 邪心ある者, 無礼な
者,魚の中に-･-米の中に毒を入れて食べさせ,王を病気にして殺 してしまおうとする者を拭










は,今 日の ｢プラクルー｣ に対応するものであろう｡ いずれも僧官の階級を示す称号であって





老であることを示 している｡｢サンカラー ト｣｢プークルー｣ と ｢テーラ｣｢マノ､-テーラ｣の違
いは,前者が国王によって与えられる ｢僧官｣の称号であって,いわば ｢世俗的秩序｣ と ｢仏
教的秩序｣.との接点に位置 しているのに対し,後者は ｢仏教的秩序｣にのみ属 しているという
点にあるo ｢サマナサック｣の存在は,サンガの国王に対する従属の-指標であるといえよう｡
15世紀後半以降の集権化の進行 したアユタヤ王国の官吏は,｢サクディナ- (位階田)｣,｢ヨッ






｢職位｣である ｢サンカバ 1)ナ-ヨック｣(sangkhaparin豆yok<sangghaparin豆yaka) とい
う語は1406年の第 9碑文に見え (IX′3/27)その僧位およびおそらく鉄腸名は ｢プラボロマク
ル- ･ティp-カディロク ･ティラタナ ･シ-ラコンクワナワ-シー ･タンマキッティ ･サン
カラーチャ- ･マ-ーサワ- ミ一 ･チャオ｣(IX/3/27-28)であったことが知られる｡ こうし
た僧官は,国王によってサンガ統治の権能を認証 され,そのしるLとして僧位,欽賜名等が与
えられたのであったが,この第 9碑文は,こうした僧官における国王観ないし国家観を明確に








長老 (が着用していた ?)夫衣を-･･･わたしの肩の上に (おのせになった)｡ そしてわたしを
祝福してこうおっしゃった｡現下 よ,末永 く宗師の教えを守られよ｡--これらのすべての寺









ヤ-,ナ-イ ･スワンプラ-チヤヤ-,メ- ･タンマ トライp-クをはじめとする学者たち,
クソ ･スコンクロッ ト･ラ-チャモソ ト1)-,ナ-イ ･ペ-ニー ･パムーヤラ-チャサー トら
顧問官,サンガからほカ-マワ-シー (都市派)を代表 して,サンカラ- ト･ヤ-ナルチ-大
長老を上首 とし, トライピ ドク大長老,プッタワンサ長老,マ-ーアー リボン長老,バー ･ヤ








小暦768年成年 (1406), 陰暦1月黒分10日,日曜 日の初更, マ--タンマラ-チャーテイ
ラー トがタレーチャーソにある堂字に出御 し給 うた時の詔 :予は,プラボロマクルー ･ティロ
-カティロク ･ティラタナ ･シ′-ラコソクワナ-ワシ- ･タンマキッティ ･サンカラ-チャー
･マ--サ ワー ミ一 ･チャオを, サンカバ 1)ナーヨックに任命 し, 全権を与 う｡ 何人た りと
ち, アランヤワ-シ-に 属 しながら, 仏法に違 うことある時は ボロマクル-は専断を下すべ
く,ボロマクル-の行なういかなる決定 も予に異存はない｡その後で,わたしと衆僧は,国王
マ-ータンマラ-チャ-ティラー Tt,シ-ラ- トマーダ-太后,プ-クル-らとともに,カソ






旨奏上すれば,王土の守護者である陛下は,仏法の護持に心を くだ く大長老たちに対 し助力を






よって明 らかであるO この俗官は ｢サ ンカカー リ-｣(sangkhak云ri) といい,その長は ｢ナ
-イ ･サ ンカカ- 1)-｣(n豆isangkhak豆ri)と呼ばれた｡ ｢サ ンカカー リ-｣の任務は,｢国
王 とサ ンガとの連絡役｣であったC45'同碑文に よれば,1412年スコータイのナ-イ ･インソ-
ラサ ック某が,その所有地をサ ンガに施入 し,そ こに僧房 を建てたい として勅許を仰いだ時,
国王はナーイ ･サ ンカカー リーに命 じてその請願を処理せ しめている｡ (ILIX/0,/1-14)
俗権に よるサ ンガの統制 としてほ,以上のほか,いわゆる ｢私産｣を防止するための ｢ウパ
チャー｣(親教師) の官許制, 破戒僧 のサンガよりの追放を含む僧の処罰な どがあるが, 本稿
では刻文 に現われたもののみに限定 した｡ また,ノミラモ ン教,精霊崇拝などの他の信仰体系 と
国王 との関係については,他の機会に論 じたい と思 う｡





用いた ｢刻文｣の原語は,タイ語の ch云rtikであるが,この語は inscription一般を表わす場合と,材
料が石以外の inscriptionを指す場合がある｡ ｢碑文｣は silachartikの訳語で,盲刻文を意味する｡
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本稿を執筆するについて,佐 木々教悟 :｢タイ族の仏教受容について-インド文化圏における仏教の弘
通-｣ 『仏教史学』第7巻第2号から多くの示唆をうけた｡
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